
 

 

 

 

研修報告 『コアスタッフ育成研修（第 1回）』 

  今回は、講師として子どもの発達科学研究所の和久田学先生をお招きし、

『子どもの危機への予防と支援～RTI モデルとケースワーク～』をテーマに

講義していただきました。 

  講義では、コロナ禍が子供に与える影響から始まり、『RTIモデル』や『ＡＢ

Ｃ分析』について再確認しました。そして「生徒の挑戦的行動への対応」や

「ケースワーク（ケース会議、事例検討会）の進め方」など、すぐに学校で使

える内容についてたくさんお話しいただきました。以下は、受講者の感想で

す。 

 ≪受講者の声（一部抜粋）≫ 

  ・不登校生への見方がより広くなりました。「発達」についても生徒に合った指導が学校全体で行えるように頑張ります。 

  ・本校でケース会議等中心に行わせていただいているのですが、本当に大切な視点が分かっていなかったです。周りの先生 

からも刺激をもらい充実した時間でした。 

  ・現場で感じている難しさの正体や解決していくためのスキルを学ぶことができ、非常に有意義な時間でした。 

  ・子供を学校の論理ではなく、発達の論理でみること、またその子がどのような大人になるのかという長期的な視点を今回

得ることができました。 

  ・「課題分析」という考え方も今まで感覚的に話していたことを顕在化していただいた感じです。若い先生へのアドバイスに

も使えると感じました。 
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繋ぐ→支える→発信・リードする教育センター 

教職員研修の受講に係る大切なお願い 

  新型コロナウィルス感染症拡大の影響に伴い、教育センターが実施する一部の研修については、オンデマンド型、シアター

形式の会場設定等、新しい研修形式を採用してきました。各学校、受講者の教職員のみなさんの研修の実施に係る御理解と

御協力ありがとうございます。 

さて、教育センターでは、研修の実施要項・シラバスの受講前の確認をお願いしています。実施要項・シラバスには、研修の

内容の他、以下について記載しています。 

研修開始時間、研修会場   研修に必要な持参物や課題    など 

特に開始時間や会場については、教育センターだよりや、通年で実施する連続研修の年間実施計画の＜予定＞から変更し

ている場合があります。まちがえて来場することがないよう、必ず実施要項・シラバスの確認をお願いします。 

また、実施要項・シラバスにて、会場への交通手段を指定しています。ほとんどの研修を公共交通機関の使用と指定してい

ます。指定外の手段での来場については、お声かけさせていただく場合があります。御協力お願いします。 

最後に、教育センターで実施する研修は、勤務時間中の職務として受講していただくものです。一部、運動に適した服装を

指定する場合を除き、研修内容に適した服装で参加いただきますようお願いします。 

☆教職員研修の受講に係る詳細は、『 吹田市立教育センターハンドブック 教職員研修 P.6～P.１１ 』 

に記載しています。各学校に配布していますが、〔Te-Comp@ss➡ファイル管理➡０７教育センター〕 

にも掲載しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが一度は“不安”という感情を感じた経験があるのではないでしょうか。 

   実は、“不安”とは、生まれつき人間の持つ自然な感情であり、生活するうえで、必要な感情となります。 

今回は、そんな“不安”の中でも、『子供をとりまく“不安”』について話していきたいと思います。 

子供は“不安”をどう感じるのか 

  人間が感情を認識するためには、自分の中の“感覚”とその感情を表す“言葉”を結び付ける必要があります。 

  しかし、子供は発達段階や経験の少なさから、自分の感情にうまく気づけない場合があります。なにか「もやもや」していたとして

も、それが“不安”なのか、“悲しみ”なのか、“悔しさ”なのか、自分の感情や感覚がわからず、もし気づいたとしても、特に不安は正体

をつかむのが難しいだけに、その状況や感情を人に伝えることはさらに難しいハードルになります。 

では、言葉でうまく説明できない“不安”を子供はどう表現しているのでしょうか。例えば、腹痛や頭痛等の身体症状や、スキンシッ

プを求めたり、一人で寝ることを嫌がる等の行動、さらに、突然泣き出したり、すぐに怒るようになったり、暴れてしまう等の感情が爆発

したかのような行動で“不安”を表現しています。  

不安は大切な『アラーム機能』です 

 “不安”は、『アラーム機能』というプラスの側面を持っています。不安のアラームが出ることによって、その不安にまつわることに対

して、素早く対処したり、避けたりすることができるので、その不安は自然に解消していき、安心感を得ることができるようになります。 

例えば、ケンカによってぎくしゃくした関係になると、友達と仲直りができるのか“不安”になります。その“不安”によるアラーム機能

によって、友達とどうやって折り合いをつけるのか、誰かに相談した方がいいのかを考え、実践するなど、“不安”を自分で扱うことが

できます。 

大人にしてほしいこと 

子供は、“不安”という感情に気づくことができず、また、不安の大きすぎる場合は、プラスの側面である『アラーム機能』を使えない

ことが多くあります。 

だからこそ、子供の様子が“いつもと違うな”と大人が気づくことが大切になります。大人が子供の“不安”に気づき、寄り添い、話を

聞くことによって、子供が安心感を得ることができます。さらに、少しずつ自分の想いを話してくれることもあるでしょう。 

子供が“不安”という感情を理解できないからこそ、代わりに大人が子供の想いを受け止め、言語化してあげることが必要になって

きます。 

次回は、不安をうまく扱えずに困った状態になったときの対処方法についてお話していきたいと思います。 

 

教育相談員 その③ ～不安とは？～ 

ＧＩＧＡスクール構想ってどんなの？ その２ 
 今回は、ＧＩＧＡスクール構想において導入したタブレット・ＰＣは、どのようにネットワークとつながるのかを紹介します。 

回線 

GIGAスクール端末は、現在設置している各教室の無線ＬＡＮアクセスポイントから、新たに敷設する専用回線で 
※ＧＩＧＡスクール用サーバ（このサーバには、授業支援ソフトや学習履歴が入っています）へ接続します。また、インター

ネットに接続する時もこのサーバを通過するシステムになっています。 

校務用とは違う専用回線を使用しますので、タブレット・ＰＣを使用することによる、校務用ＰＣの接続速度に影響は

ありません。 

セキュリティ 

外部からの接続に対して強固なファイヤウォールを設置しているＧＩＧＡスクール用サーバを通して、インターネットへ

接続するため、一定のＷＥＢフィルタリングが行えることから、児童・生徒が安心して使用することができます。 

家庭から 

家庭のインターネット回線を使用してＧＩＧＡスクール用サーバへ接続することが可能です。家庭からのインターネット

回線を使用する場合は、吹田市独自のセキュリティ(専用の端末、専用のセキュリティ)を設定するため、学校からの専

用回線による接続と同様に安心・安全な環境で使用することができます。 

 

※ＧＩＧＡスクール用サーバは、吹田市を象徴するモニュメントである“太陽の塔”の「太陽」にちなんで、「ＳＵＮネット 

サーバ」と名付けました。 



講座名 
研修 

番号 
研修テーマ・講師名・概要等 会 場 日 時 対 象 

基
本
研
修 

基
礎
研
修 

203 

ステップアップ研修 

「やまばと学級に学ぶ」 

講師：高野台小学校 やまばと学級担当教員 

高野台小学校 

10 月 22 日(木) 

15 時４５分 

～17時 

ステップアップ研修

受講者 

206 

ステップアップ研修 

「さくら広場に学ぶ」 

講師： さくら広場担当教員・学校教育室指導主事 

竹見台中学校 
11 月 11 日(水) 

15 時～17 時 

ステップアップ研修

受講者 

204 

ステップアップ研修 

「通級指導教室に学ぶ」 

講師： 通級指導教室担当教員 

岸部第一小学校 
11 月 13 日(金) 

15 時～17 時 

ステップアップ研修

受講者 

職
能
別
研
修 

333 

コアスタッフ育成研修 

「リーダーシップスキルの向上」 

「初任期教職員育成のアプローチ検討」 

講師：積水ハウス株式会社 人事部 

採用・育成グループ 部長 飯岡 忠昭 

岸部市民センター 

多目的ホール 

10 月 30 日(金) 

14 時～17 時 

コアスタッフ育成 

研修受講者 

専
門
研
修 

教
科
等
研
修 

405 

スーパーティーチャーに学ぶ 

「中学校道徳科の師範授業と講演」 

講師：一宮市立浅井中学校 校長 山田 貞二 

西山田中学校 

10 月 30 日(金) 

14 時 30 分 

   ～17 時 

市内教職員 

403 

スーパーティーチャーに学ぶ 

「小学校国語科の師範授業と講演」 

講師：明星大学 常勤教授 白石 範孝 

豊津第一小学校 

11 月 2 日(月) 

14 時 40 分 

～17時 

市内教職員 

411 
「小・中学校算数・数学のズレを生かした探求活動の実現」 

講師：関西大学初等部 教諭 尾﨑 正彦 

千里山 CC 

多目的ホール 

10 月 23 日(金) 

15 時～17 時 
市内教職員 

418 
「小・中学校特別の教科 道徳 成長を実感できる評価活動」 

講師：大阪成蹊大学 教授 服部 敬一 

教育センター 

視聴覚室 

11 月 30 日(月) 

15 時～17 時 
市内教職員 

領
域
別
研
修 

456 

特別支援教育研修 

「インクルーシブ教育の発展に向けた障害の理解」 

講師：神戸大学大学院 教授 鳥居 深雪 

千里市民センター 

多目的ホール 

11 月 24 日(火) 

15 時～17 時 
市内教職員 

       

       



 ※法定研修については、各実施要項をご覧ください。 
 ※研修の申込は吹田市立教育センターのホームページにあります「研修申込システム」からお願いします。 
 
 
                        

       

講座名 
研修 

番号 
研修テーマ・講師名・概要等 会 場 日 時 対 象 

専

門

研

修 

領

域

別

研

修 

467 

特別支援教育研修 

「小・中学校におけるメンタルヘルスと問題行動への対処方法」 

講師：関西医科大学 医学博士 池田 俊一郎 

メイシアター 

大ホール 

10 月 28 日(水) 

15 時 30 分 

～17時 

市内教職員 

教育相談担当者 

451 

保護者講演会 

「脳の発達から考える子育て」 

講師：子どもの発達科学研究所 主席研究員 和久田 学 

メイシアター 

大ホール 

11 月 27 日(金) 

10 時～12 時 

保護者 

市内教職員 

521 

情報教育研究研修 

「情報モラルについて」 

講師：鳥取県情報モラルエデュケーター 今度 珠美 

調整中 

11 月 12 日(木) 

14 時 30 分 

～17時 

情報教育推進委員 

市内教職員 

556 

事務職員研修 

「先輩事務職員に学ぶ」 

講師：吹田市立北山田小学校 主査 松田 理香 

千里市民センター 

多目的ルーム(１) 

11 月 10 日(火) 

15 時 30 分 

～17時 

経験年数の少ない 

学校事務職員 

563 

幼稚園・小学校研修 

「今 子供たちに必要な支援 福祉教育の視点から」 

講師： 大阪教育大学 教授 新崎 国広 

千里市民センター 

大ホール 

10 月 27 日（火） 

15 時～17 時 

市内認定こども園・ 

幼稚園・小学校教職員 

322 

スクールリーダー研修 A 

「GIGA スクール構想について」 

講師：奈良教育大学 教授 伊藤 剛和 

教育センター 

研修室 

10月２９日（木） 

15 時 30 分 

～17時 

市内首席 

613 

教育課題別研修 

「様々な人権課題を考えることをとおして視座を高める 

～差別や偏見をなくすために～」 

講師：東佐井寺小学校  教諭 中尾 結 

千里たけみ小学校 教諭 岩本 あずさ 

千里市民センター 

大ホール 

11 月 25 日(水) 

15 時 30 分 

～17時 

市内教職員 

 

 

  

 

 

 

経験年数の少ない教職員のいろいろな悩みを個別相談できるところです！ 

※詳しくは、教育センターまでお問い合わせください。 

◆ 開室時間  午後５時００～午後６時３０分  

◆ 場    所  教育センター他  

◆ 対 象 者  初任者教員等経験年数の少ない教職員  

※複数で相談を希望することも可 

◆ 対 応 者  教育センター指導主事等 

◆ 内    容  仕事に関するすべての悩みの相談   

◆ 申込方法  メールまたは電話にて申し込みください。   

メール送信先 ： ① Te-Comp@ssにて初任者研修担当宛  

② 教育センター代表メールへ   

s-educ@city.suita.osaka.jp 

◇電話にて申し込む場合は、06-6388-1455に電話し、 

『さつきらるーむ希望』とお伝えください。 

 


